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アングルを変えると世界の見え方が変わり、楽しくなる。人はこれをポジティブシンキ

ングと呼びます。

あめ玉の入った瓶があります。量は瓶のちょうど半分くらい。これを見たときにどのよ

うに感じるでしょうか。

「やった、まだ半分もあるぞ」と、喜ぶ人もいるでしょう。

「えー、もう半分しかないよ」と、嘆く人もいるでしょう。

生きて行く上では前者のような考え方が好ましいですが、それが存外難しい。物事を良

い方向へ良い方向へと考えるには、心にいつでもゆとりをもつことが大切なのでしょう。

それではレッツ ポジティブシンキング！

「雨が降ってきちゃったよ～」→「雨が止めば虹が見えるかも！」

「みかんに種が入っていた」→「滅多にないぞ。良いことがあるかも！」

「あいつに彼女ができた」→「彼女は僕と付き合えないからあいつと付き合ったんだ！」

私は乗り遅れた電車に向かって、笑顔で手を振りながら見送れる人になりたいと思いま

す。みなさんも素敵な人生を♪

前期生徒総会開催
５月１３日（金）の授業後、前期生徒総会が開かれました。総会では、１年間の生徒会活動

や委員会活動の方針及び計画、予算案が提案され、全校一致で承認されました。

その後、各学年の級訓発表も行いました。
・１年生「つぼみ」…何事にも諦めず挑戦し、最後には大き

な花を咲かせたい
・２年生「パズル」…仲間を思いやりながら、自分を磨き、

輝くクラスになりたい

・３年生「ロケット」…自分の夢に向かって突き進むクラ
スになりたい

それぞれの学年の思いを伝えるよい機会となりました。

ボランティアタイム（５／１９）
５月１９日（木）に、第１回のボランティアタイムが行われま

した。生徒会執行部が全校生徒に呼びかけ、参加希望をとって実
施しました。第１回目は、体育館内の倉庫整備、小学校体育館の
清掃、学校南側の除草作業、花壇への苗植えを行いました。
中間テストを終えた後のひと時、みんながテキパキと働き、

さわやかな汗を流す姿が印象的でした。

提案する執行部

いつか大きな花に…

賛成！生徒全員で協力して活動します

みんなでいい汗を



６ 月 の 予 定 B= 45分授業

日 曜 行 事 等 の 予 定
１ 水 Ｂ日程 教育相談（5/30～）
２ 木 Ｂ日程
３ 金 Ｂ日程 浜清掃
４ 土

５ 日
６ 月 朝会 学校後援会総会
７ 火 高校の先生のお話を聞く会
８ 水 ＨＡ
９ 木 第１回学校保健委員会
10 金 Ｂ日程
11 土 町中学校体育大会
12 日
13 月 朝会 ２年事前指導
14 火 ２年林間学校
15 水
16 木
17 金 ２年家庭学習 第１回漢字検定
18 土
19 日 Ｂ日程 第１回漢検
20 月 朝会
21 火 ３年救急法講習会 テスト週間
22 水 ＨＡ
23 木 Ｂ日程 委員会
24 金 Ｂ日程 水泳指導（篠小プール）
25 土
26 日
27 月 朝会
28 火 期末テスト（理 音 英）

暴風避難訓練
29 水 期末テスト（国 技家 社）
30 木 期末テスト（体 数）

２,３年職業講話 委員会

７ 月 の 主 な 行 事

５日（火）３年ﾗｲﾌｾｰﾋﾞﾝｸﾞ
７日（木）教科コンクール

個人懇談会
８日（金）個人懇談会
９日（土）ぎおん祭り

１２日（火）遠泳大会（予備日13日）
１３日（水）学力補充（～15日）
１８日（月）海の日
１９日（火）部活動決意発表会
２０日（水）１学期終業式

校歌コンクール （５／１０）
今年も学校公開日に合わせて、「校歌コ

ンクール」が開催されました。コンクール
前は、毎日のように学校中に練習の歌声が
響き渡っていました。
当日の歌声は、声量、メロディとも素晴

らしく、例年と比べても格段にレベルの高
かった今年度の校歌コンクールでした。金
賞の３年生、おめでとう。 全校合唱で気持ちが一つに♪

「学校としてできること」
校長 井本 仁

地域の方が学校におみえになり、この島の

伝統の祭りである「ぎおん祭り」の現状につ

いて、お話をしてくださいました。昔に比べ、

人がかなり少なくなったことで、このままの

状況では、数年後にはこの祭りを行うことが

とても困難な状況になってしまうという危機

感があるということ。それで、小中学生の子

どもたちにも関わってもらいたいので、学校

もぜひ協力してほしいということでした。島

の将来や祭りの将来を考えて、今のうちから

できることをしなければ、という島の方の熱

い思いを強く感じました。

そこで、学校としても少しでもお役に立ち

たいと考え、島の方の思いというものを担任

の教師がそれぞれの学級で伝えたり、私も朝

会の中で話をしたりしました。正直なところ、

どのくらいの生徒が協力をしてくれるのか、

心配をしていたのですが、結果的には、何と

全校生徒の半数近くの子が、何らかの形で協

力をしたいということで手を挙げてくれまし

た。これほどまで多くの人数になったことに、

とても驚きましたし、本当にありがたいなあ

と思いました。この島の子たちは、島の大人

の方の思いにしっかり応えてくれる本当にす

てきな子たちだなあと、改めて感じました。

今回のことで私自身、いろいろなことを考

える機会となりました。学校としては、島の

方々の思いというものをきちんと受け止めて

いくことはとても大事なことだと思いました

し、その思いや、この島のすばらしさを、子

どもたちにきちんと伝えていけるようにして

いきたいと思いました。

これからも、この島のために、学校として

できることは何があるのか、とうことを常に

考えながら、教育活動を進めていきたいと思

います。


